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Abstract  Yamai no Soshi is a picture scroll compiled during Japan’s medieval period. It 
consists of 21 scenes that portray sick people and those who surround them. Until now, 
it was conventionally thought that the laughter of those surrounding sick people was the 
laughter of derision. However, the author wondered whether the laughter depicted in the 
handscroll should be entirely interpreted in such a manner. Thus, the author selected 
four of the 21 scenes, examined the facial expressions of those who were laughing and 
the context in which they were placed, and inferred why they were laughing. In addition, 
the author analyzed the laughter of the people in the scenes in light of the mentality of 
ordinary people、the social situation that time as described in Hojoki and Tsurezuregusa, 
literary works of the medieval period. The author found that the sense of transience and 
the outlook on history held by people at the time were closely tied to their view of life 
and death. Incidentally, a German proverb states, Humor ist, wenn man trotzdem lacht 
(Humor is to laugh in spite of everything). This proverb suggests that humor generates 
laughter and that those who truly understand humor laugh in the face of death without 
being afraid. This is the same kind of laugher observed in Yamai no Soshi. This is how 
people coped with life in the medieval period amid the prevalence of sickness and death. 
The author came to the conclusion that it is this very view of life and death that we 
should learn from.  














  また、医学面においては、医師である服部敏良 2 が病草紙に描かれている病を現代の病
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表１．病草紙場面一覧  




















































女、眠る男を見て困った顔をする 3 人の男がいる。 
と照らし合せて医学的解釈を説いている。 

















であり、名古屋の関谷家注４） に伝来した 17 場面に、その続きとみられる断簡を合わせた
21 場面が現存し、京都国立博物館・九州国立博物館・サントリー美術館などに「軸装」
「巻子装」「台紙貼」注５）の形で分蔵されている（一部個人蔵）。 
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① 仏教の伝来と定着  
日本に仏教が伝来したのは、百済の聖明王が仏像などを日本に贈った 538 年というのが
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 表 2. 
  年号（西暦） 出 来 事 
平安時代 794 桓武天皇が平城京から平安京に遷都 
  801 坂上田村麻呂、蝦夷を降伏させる 
  866 藤原良房、皇族以外で、はじめて摂政になる 
  887 藤原基経、関白になる 摂関政治の始まり 
  894 遣唐使の廃止 
  939 平将門の乱・藤原純友の乱、武士の時代へ 
  1017 藤原道長、太政大臣に就く  
1086 白河上皇が院政を開始、太政大臣による摂関政治の衰退 
  1155 雅仁天皇が後白河上皇になる 
  1156 保元の乱 
  1159 平治の乱 
  1167 平清盛、太政大臣に就く 
  1180 源頼朝が挙兵、石橋山合戦（治承・寿永の乱）注 8） 
  1185 壇ノ浦の戦いによって平氏が滅亡、鎌倉幕府の成立へ 
鎌倉時代 1192 源頼朝、征夷大将軍となる 
  1212 源氏および北条氏による執権政治がはじまる 
  1221 承久の乱 
【「わかる歴史年表編集室『一冊でわかる』日本史世界史歴史年表」メイツユニバーサルコ
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  さて、筆者が病草紙の中で、最も好ましく思うのは「鼻黒の男」である。 
































 先史学者である山田康弘 21 は、縄文時代の墓が住居の近くにあったり、あるいは住居の
内部に遺体が埋葬されていた事実を検証し、縄文人たちが人の死を自分たちの生活から隔
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注                                        
注 1） 院政時代の代表的絵巻として、「源氏物語絵巻」「伴大納言絵巻」「信貴山縁起絵巻」「鳥獣人物戯画」
など国宝の 4 大絵巻と称されるものがある他、仏教関連の絵巻物が多数編まれた時代である。 


























































146 東京通信大学紀要　第 3 号（2020）




















注                                        
注 1） 院政時代の代表的絵巻として、「源氏物語絵巻」「伴大納言絵巻」「信貴山縁起絵巻」「鳥獣人物戯画」
など国宝の 4 大絵巻と称されるものがある他、仏教関連の絵巻物が多数編まれた時代である。 



























































04-09_論文-植田美津恵.indd   147 2021/03/10   11:51:47
11.小林一彦 「方丈記 鴨長明」 100 分で名著ブックス NHK 出版 2019 年（平成 31
年） 
12.小川剛性訳注 「兼好法師 徒然草」 第 27 版 P.22 角川ソフィア文庫 2020 年（令
和 2 年） 
13.立川昭二 「日本人の死生観」 ちくま学芸文庫 2018 年（平成 30 年） p.72 
14.勝田至 「死者たちの中世」 吉川弘文館 2003 年（平雄政 15 年） 
15.由良弥生 「眠れないほど面白い『今昔物語』」 三笠書房 2014 年（平成 26 年）   
16.小川鼎三校注 富士川游 「日本医学誌綱要 1」（富士川游「日本医学史」明治 37 年発
行の復刻版） 平凡社 1989 年（昭和 64 年） 
17.加須屋誠「論考」 加須屋誠・山本聡美編 「病草紙」 中央美術出版 2017 年（平成
29 年） p.156 
18.網野善彦 「中世の非人と遊女」 講談社学術文庫 2018 年（平成 30 年） 
19.北村薫 「詩歌の待ち伏せ」  筑摩書房 2020 年（令和 1 年） p.79 
20.加藤咄堂 「大死生観」 明治 41 年復刊版 史籍出版 1982 年 （昭和 57 年） p.6 
21.山田康弘 「縄文人の死生観」 角川ソフィア文庫 2018 年（平成 30 年） 
22.立川昭二 「日本人の死生観」 ちくま学芸文庫 2018 年（平成 30 年） p.47 
23.アルフォンス・デーケン 「よく生きよく笑いよき死と出会う」 新潮社 2017 年（平
成 29 年） 
24.アルフォンス・デーケン 「よく生きよく笑いよき死と出会う」 新潮社 2017 年（平
成 29 年） p.192  
25.山田忠雄ら編 「新明解国語辞典」第 7 版 三省堂 2016 年（平成 28 年）p.631 
 














注 15) 皮膚がんの一種でメラニンを作る色素細胞ががん化したものと考えられている。日本人では、手や 
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